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トピックス：伏黒市場前に押しボタン信号

特集：箱崎布川団地が分譲はじまる

地域のうごき：伊達橋仮橋開通 / 多世代交流施設

図書館だより / 歴史の冒険者

町内会訪問① 山岸町内会

信
号
機
の
配
置
を
担
当
す
る
伊

達
警
察
署
交
通
課
に
よ
る
と
、
信

号
機
は
県
道
・
保
原
桑
折
線
に
設

置
さ
れ
、
押
し
ボ
タ
ン
式
の
歩
行

者
横
断
用
信
号
に
な
り
ま
す
。
現

在
設
計
中
で
、
今
後
工
事
の
入
札

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

併
せ
て
、
市
場
の
東
側
の
横
断

歩
道
と
停
止
線
が
廃
止
さ
れ
、
市

場
南
側
に
停
止
線
②
と
、
ゼ
ブ
ラ

ゾ
ー
ン
③
が
新
設
予
定
で
す
。

こ
こ
は
児
童
・
生
徒
や
高
齢
者

な
ど
の
歩
行
者
の
多
い
交
差
点
で

し
た
が
、
近
年
の
環
境
の
変
化
で

県
道
の
交
通
量
と
走
行
ス
ピ
ー
ド

が
増
加
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

来
年
４
月
の
伊
達
東
認
定
こ
ど
も

園
の
開
園
で
、
朝
夕
の
交
通
量
の

増
加
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
川
東
町
内
会
連
合

会
や
地
元
関
係
団
体
で
は
、
市
を

通
じ
、
各
機
関
へ
安
全
対
策
を
要

望
し
て
い
ま
し
た
。

信
号
機
の
設
置
で
歩
行
者
・
自

転
車
の
安
全
が
高
ま
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

伊
達
警
察
署
の
渡
邊
交
通
課
長

は
、
こ
の
信
号
機
に
つ
い
て
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
次
の
よ
う
に
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「
こ
の
信
号
機
は
歩
行
者
横
断

用
で
、
県
道
側
を
規
制
す
る
も
の

で
す
。
市
道
か
ら
県
道
に
入
る
場

合
は
、
市
道
側
の
停
止
線
で
一
台

一
台
、
一
時
停
止
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
特
に
信
号
が
赤
で
南
側

か
ら
進
入
・
左
折
す
る
場
合
、
歩

行
者
・
自
転
車
の
巻
き
込
み
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
」

信
号
が
赤
の
と
き
南
側

か
ら
の
左
折
は
注
意
を

現在の横断歩道（県道・保原桑折線）

信号機と停止線のイメージ（編集部作成：実際の配置とは異なる可能性があります）
©Google map

伏
黒
青
果
市
場
前
の
県
道
の
横
断
歩
道
に
、
押
し
ボ
タ

ン
式
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
中
に
完
成
の
予
定
で
、
来
年
４
月
の
伊
達
東
認
定

こ
ど
も
園
の
開
園
を
控
え
て
、
登
下
校
や
歩
行
者
の
安

全
確
保
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
。

令
和
６
年
３
月
末
ま
で
に
設
置
を
予
定

伏
黒
市
場
前
に
押
し
ボ
タ
ン
信
号

伊達東
TOPICS伏黒青果市場

保
原
方
面

廃止予定の
横断歩道と
停止線

停
止
線

停止線

信号機の位置①
（予定）

ゼブラゾーン③
（新設予定）

停止線②
（新設予定）
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50m

北

(伊達中学校
通学路)

セブンイレブン
伊達箱崎店

JAふくしま未来
伊達営農センター

高橋自動車

公園

赤井食品

箱崎布川団地の敷地配置図

敷地と道路の位置を示すものです。
面積や距離、道路の白線表示などは
正確ではないのでご注意ください。

２

箱崎布川団地が分譲開始
住宅78戸とハシドラッグが建設予定

給油所

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
箱
崎

布
川
団
地
の
完
了
検
査
が
終
了
し
、

住
宅
の
建
築
が
始
ま
り
ま
し
た
。

分
譲
区
画
は
78
戸
で
、
ほ
か
に

ハ
シ
ド
ラ
ッ
グ
と
燃
料
給
油
所
が

建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ハシドラッグ

（広告スペース）
〈はこふし〉に広告を載せてみませんか？

伊達東地区は全世帯に配布、伊達西地区は全戸

に回覧され、信頼性の高い地域密着の記事で、

購読率は抜群です。

詳しくはホームページをご覧ください。

問合せ 伊達東地区交流館 ☎ 583-4646

広告募集！

去
る

月
１
日
に
箱
沖
町
内

会
住
民
に
対
し
て
、
開
発
事
業
者

か
ら
、
団
地
に
つ
い
て
説
明
会
が

開
催
さ
れ
、
道
路
や
排
水
に
つ
い

て
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

開
発
事
業
者
は(

有)

ユ
ニ
オ
ン

リ
ン
グ
で
、
十
数
社
の
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
が
土
地
を
取
得
し
、
分

譲
・
建
設
を
行
い
ま
す
。

月
現

在
、
建
売
の
住
宅
な
ど
数
戸
が
着

工
し
て
い
ま
す
が
、
本
格
的
な
建

築
販
売
は
年
明
け
以
降
に
な
る
と

み
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
ハ
シ
ド
ラ
ッ
グ
は
来
年

春
こ
ろ
ま
で
の
開
店
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

各
戸
の
雨
水
排
水
は
地
下
浸
透

桝
を
備
え
て
環
境
負
荷
を
減
ら
す

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
園
一
か
所
、
ご
み
集
積
所
は
４

か
所
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
団
地
は
箱
沖
町
内
会
の
区
域

内
に
あ
り
ま
す
が
、
同
町
内
会
の

会
員
は 

戸
で
あ
り
、
そ
の
倍

近
い
戸
数
が
増
え
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
最
終
的
な
対
応
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
同
町
内
会
で
検
討
す

る
予
定
で
す
。

町
内
会
と
の
関
係
は
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市街化調整区域とは、市街化を抑制すべき

区域とされ、開発が原則として禁止されてい

ます。では、なぜ、布川地区で住宅団地の開

発が許可されたのでしょうか？

簡単に言うと、「伊達市が、土地所有者等

による申し出に基づき、地区計画を決定した

から。」です。地区計画を策定できる条件の

一つに、「沿道型」（幹線道路に接している

こと）があります。

地区計画には「沿道型」以外に、5種類が

あります。例えば、堂ノ内のイオンモールは、

「地域振興型」に該当しています。これは、

都市計画マスタープラン等において、土地利

用の方針が定められている場合です。

〇箱崎原地区：「都市計画法第34条 第11号

指定区域」とは

箱崎には、このほかに、原・上川原など、

少しずつ住宅が増えている地域があります。

この地域は、コミュニティの維持再生を目

的に、地域の実情に応じた開発行為（住宅、

日用品等の小規模な店舗等）について、伊達

市が許可することができる地域です。

市内では、箱崎原地区（原、上川原ほか）

と伏黒東部地区（上ヶ戸、平ほか）が指定さ

れています。詳しくは、伊達市の都市整備課

にお問い合わせください。

３

団
地
造
成
に
伴
い
、
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
箱
崎
店
前
の
交
差
点
は
十

字
路
に
な
る
た
め
、
信
号
機
が
改

修
さ
れ
ま
す
。

国
道
３
９
９
号
側
は
東
西
と
も
、

右
折
矢
印
信
号
が
付
き
ま
す
。
ま

た
車
両
感
知
式
か
ら
タ
イ
マ
ー
に

よ
る
定
周
期
式
に
変
更
に
な
り
ま

す
。
（
上
写
真
）

信
号
機
は
令
和
６
年
３
月
末
ま

で
に
県
公
安
委
員
会
が
改
修
の
予

定
で
す
。

こ
の
十
字
路
の
改
良
に
よ
り
、

朝
の
通
勤
時
な
ど
で
市
道
・
伏
黒

中
央
線
（
伊
達
東
小
学
校
前
の
道

路
）
か
ら
の
車
の
流
れ
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

た
だ
伏
黒
中
央
線
は
小
中
学
校
の

通
学
路
で
も
あ
る
た
め
、
利
用
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
十
分
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

なぜ市街化調整区域で

土地開発が可能なの？

セ
ブ
ン
前
の
信
号
機
に

右
折
矢
印
が
追
加

地区計画
(布川)

沿道型地区計画
（イオン）

市街化調整区域

(川西)
市街化区域

地域振興型

法11号指定区域
集落の維持のため
伊達市が区域指定

国道399号

国
道
４
号

「川東の土地利用を考える」をテーマ

にした公開講座が、市建設部の高橋一夫

理事を講師に迎え、10月20日に伊達東

地区交流館で開催されました。

川東地区協議会の地域振興分科会が、

今年度のテーマ「営農と居住の調和」の

第一弾として開催したものです。

都市計画の規制と誘導のしくみを学ん

だ後、質疑が交わされました。農家住宅

や分家住宅の扱いや太陽光発電などの質

問が出され、関心の高さが伺えました。

講座の講義録は今後本協議

会のホームページで公開の予

定です。

公開講座「川東の土地利用を考える」が開催される
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旧
伊
達
公
民
館
跡
地
に

多
世
代
交
流
施
設(

仮
称
）
建
築
中

伊
達
橋
の
仮
橋
が
開
通

本
橋
の
完
成
は
令
和
８
年
以
降

地域の動き

伊達西

伊達市総合防災訓練実施
10/21 ふるさと会館などを会場に

月

日
、
令
和
５
年
度
の

伊
達
市
総
合
防
災
訓
練
が
ふ
る

さ
と
会
館
、
伊
達
総
合
支
所
な

ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
は
旧
５
町
で
順

に
実
施
さ
れ
、
伊
達
地
区
で
の

開
催
は
５
年
ぶ
り
で
す
。

震
度
７
の
地
震
に
よ
り
被
害

が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
各

種
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

伊
達
東
西
地
区
の
町
内
会
連

合
会
も
、
避
難
と
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
や
電
気
自
動
車
な
ど

の
最
新
機
器
の
ほ
か
ダ
ン
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
や
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
避

難
用
品
が
展
示
さ
れ
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
救
急
訓
練
で
は
、

須
田
市
長
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
に
参
加

し
ま
し
た
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
の
障
害
車

両
撤
去
、
高
所
救
出
訓
練
の
あ
と
、

消
防
団
に
よ
る
放
水
訓
練
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

◆
◆

現
在
、
伊
達
市
は
旧
伊
達
公
民

館
跡
地
に
（
仮
称
）
「
多
世
代
交

流
施
設
」
を
建
築
中
で
す
。

建
物
は
延
べ
床
面
積 

坪
の

木
造
平
屋
建
て
で
、
来
年
春
こ
ろ

に
開
所
予
定
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
現
在
は
天
王
通

り
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
借
り
て

運
営
し
て
い
る
、
「
ま
ち
の
駅
だ

て
」
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
お
す
そ
わ
け
市
場
、

マ
ル
シ
ェ
、
ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
、

ま
ち
な
か
図
書
館
、
集
会
場
所
貸

し
出
し
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

は
引
き
続
き
行
わ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り

な
ど
を
目
指
し
て
、
集
客
の
機
能

を
強
化
す
る
予
定
で
す
。

◆
◆

位置

伊
達
橋
の
仮
橋
が
完
成
し
、

10

月

日
か
ら
通
行
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

仮
橋
の
開
通
日
は
、
地
元
箱
崎

の
獅
子
舞
の
披
露
で
安
全
を
祈
願

し
、
市
長
ら
関
係
者
と
地
元
市
民

が
徒
歩
で
西
岸
か
ら
東
岸
へ
と
渡

り
初
め
を
し
ま
し
た
。

仮
橋
は
自
動
車
専
用
橋
と
な
り

復
員
７
・
５
ｍ
、
路
線
バ
ス
・
大

型
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
ほ
と
ん
ど
の

車
両
が
通
行
可
能
で
す
。

国
土
交
通
省
福
島
河
川
国
道
事

務
所
に
よ
る
と
、
今
後
本
橋
を
解

体
し
、
そ
の
後
、
橋
脚
と
橋
台
を

再
利
用
し
て
補
強
し
、
橋
本
体
の

架
け
替
え
を
行
う
予
定
で
す
。
完

成
は
令
和
８
年
以
降
に
な
る
見
込

み
で
す
。

本
橋
の
幅
は
１
ｍ
広
く
な
り
ま

す
が
、
町
内
会
連
合
会
な
ど
が
要

望
し
て
い
た
歩
道
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
災
害
に
よ
る
原
状
復
旧
工

事
で
あ
る
た
め
困
難
で
あ
る
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

仮
橋
の
設
置
中
は
、
伊
達
橋
東

端
か
ら
愛
宕
山
に
向
か
う
市
道
の

交
差
点
は
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

市
立
図
書
館
な
ど
を
利
用
す
る

場
合
は
、
北
福
島
医
療
セ
ン
タ
ー

南
側
か
ら
の
迂
回
ル
ー
ト
が
安
全

で
す
。
生
活
道
路
な
の
で
通
行
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
◆

本
橋
に
歩
道
は
付
か
ず

幅
は
１
ｍ
広
く
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稲わらを使った昔な

がらの正月飾り作りを

学んでみませんか。

・参加料：３００円

・定員：１５名（先着順）

・会場：伊達東地区交流館

伊達東地区交流館 事務局

☎ 583-4646

聖光学院高校福

祉コースの生徒

たちが開く「こ

ども食堂」の第

2回目です。

こどもも、大

人も、お気軽においでください。

・料金：大人 100円 こども 無料

伊達市社会福祉協議会

☎ 576-4050

おたのしみ
ナビ12月

伊 達 東

チャレンジ Zoom

太極拳の動きを取り入れた健康体操

教室が、菅野吉さんを講師に9月27

日、東地区交流館で開かれました。

ゆったりとした動きで眠っていた

筋肉を動かすと、介護予防にもなる

ということです。19人の参加者は熱

心に汗を流しました。

太極拳体操を学ぶ

静かなブームになっている、室内ス

ポーツ「ボッチャ」を体験する教室

が10月25日に東地区交流館で開か

れました。

力のない人でも一投逆転でチーム

プレーができます。教室では笑い声

が絶えず、参加者のみなさんはボッ

チャの魅力を楽しんでいました。

ボッチャ教室で笑い声

11月1日、伊達東小の1年生から6年

生30人が、伊達東地区交流館と東グ

ラウンドの清掃をしてくれました。

「伊達市ボランティアの日」に合わ

せた活動で、子供たちは落ち葉や石こ

ろを清掃し「いつも遊ぶ場所がきれい

なってよかった」と話していました。

東小児童がボラ活動

正月飾り教室

 １２月２０日(水) 午前9:30～

聖光学院生がこども食堂
 伊達ふれあいセンター

 １２月２６日(土) 午前11:30～

問

問

水雲神社 ５年ぶりの山車巡幸

上ヶ戸 沖 北

南

令和5年11月3日：お宮入り / 4日：町内回り

宮本
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｜ ＜はこふし＞ 2023秋号７

第
一
話水

雲
神
社
の
大
う
す

昔
む
か
し
、
織
田
信
長
が
天
下

統
一
の
戦
い
を
は
じ
め
た
時
代
の

お
話
で
す
。

そ
の
こ
ろ
の
伏
黒
は
、
あ
ぶ
く

ま
川
は
あ
た
ご
山
の
北
側
を
流
れ

て
い
て
、
洪
水
を
く
り
か
え
し
て

い
ま
し
た
。
人
々
は
、
上
流
か
ら

流
れ
着
い
た
木
や
枝
を
ひ
ろ
っ
て

た
き
ぎ
に
し
て
い
ま
し
た
。

村
人
の
松
浦
彦
之
進
（
ひ
こ
の

し
ん
）
は
、
あ
る
大
雨
の
後
、
い

つ
も
の
よ
う
に
川
岸
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
す
る
と
、
大
き
な
木
の

う
す
（
臼
）
が
流
れ
着
い
て
い
る

の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
こ
り
ゃ
あ
、
で
っ
か
す
ぎ
て
運

ば
ん
に
な
あ
」

う
す
を
割
ろ
う
と
お
の
を
ふ
り

上
げ
た
と
き
、
突
然
白
い
光
が
あ

た
り
を
つ
つ
み
、
彦
之
進
は
ひ
っ

く
り
か
え
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
光
の
中
に
人
影
が
あ
ら

わ
れ
、
彦
之
進
に
言
い
ま
し
た
。

「
わ
し
は
水
と
雨
雪
の
神
じ
ゃ
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
地
に
住
ん
で

村
人
に
幸
い
を
も
た
ら
そ
う
」

び
っ
く
り
し
た
彦
之
進
は
、
こ

の
大
う
す
を
ま
つ
る
こ
と
に
し
、

近
く
の
土
地
を
整
え
て
大
切
に

埋
め
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
村
に
は
よ
い
こ
と
が

続
い
た
の
で
、
人
々
は
お
や
し
ろ

を
建
て
て
お
ま
つ
り
し
、
伏
黒
の

水
雲
神
社
の
は
じ
ま
り
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。

実
は
こ
の
大
う
す
は
、
伊
達
政

宗
が
敵
に
追
わ
れ
た
と
き
中
に
か

く
れ
て
命
が
助
か
り
、
霊
力
が
や

ど
っ
た
も
の
だ
、
と
い
う
い
い
つ

た
え
も
あ
り
ま
す
。

い
ま
の
水
雲
神
社
の
西
側
は
、

一
段
低
い
地
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
、
あ
ぶ
く
ま
川
が
流
れ

て
い
た
跡
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
監
修
・
水
雲
神
社 

大
橋
宮
司
）

箱崎・伏黒 

歴史の冒険者
れきし の ぼうけんしゃ

   

学
習
室
は
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
完
備

図
書
館
２
階
の
「
学
習
室
」

は
、
中
学
生
以
上
の
方
に
お
使

い
い
た
だ
け
ま
す
。

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
持
ち
込
め
ま
す
。
ま
た
１

階
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

え
る
パ
ソ
コ
ン
が
１
台
あ
り
、

情
報
収
集
や
調
査
研
究
の
た
め

の
調
べ
も
の
が
で
き
ま
す
。

（
ゲ
ー
ム
や
通
販
サ
イ
ト
な
ど

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

閲
覧
机
は
１
人
用
が
12
台

１
人
用
の
閲
覧
机
は
12
台
あ

る
の
で
、
自
分
だ
け
の
空
間
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
読
書
を
楽
し

め
ま
す
。
図
書
館
の
本
や
約
四

十
種
類
の
雑
誌
、
新
聞
７
紙
な

ど
を
た
っ
ぷ
り
読
め
ま
す
。

申
込
み
は
不
要
で
、
空
い
て

い
る
席
を
自
由
に
使
え
ま
す
。

開
館
時
間
内
で
何
時
間
で
も
利

用
で
き
ま
す
。

お
す
す
め
本
コ
ー
ナ
ー

毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
季
節

や
話
題
の
本
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。
普
段
は
読

ま
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
と
出
会

え
る
か
も
！

・

・

・

ふ
ら
り
と
立
ち
寄
る
、
じ
っ

く
り
学
ぶ
、
ど
ち
ら
も
楽
し
め

る
の
が
図
書
館
の
魅
力
で
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

時間 :       メニュー

9:00  最新ニュースを新聞各紙で

比較チェック！ 地方紙・全

国紙７紙があります。

10:00  学習室で資格試験の勉強。

静かな環境で集中できる！

12:00  飲食スペースでお昼ごはん

（食べ物は持参ください）

13:30  雑誌を読んで最新の流行を

チェック

15:00  自動販売機で飲み物を買っ

てほっと一休み

16:00  畳コーナーでまったり読書

17:00  お家で読む本を借りて今日

は帰ろう

おすすめ１日コース

図書館には本を借りる

以外にも、たくさんの

サービスがあります。

今回は無料で楽しめる

利用法を紹介します。

伊達市立図書館

☎ 024-551-2132

伊達市立

図書館
だより

問
学習室

おすすめ本コーナー
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町内会訪問①

〈箱崎〉

山岸町内会

町内会長・髙橋典雄さん

案内人

次号のお知らせ

はこふし次号は2月発行予定

・伊達総合支所が改築

・町内会訪問：原町町内会 ほか

編 集 後 記

▷はこふしは、自治組織の伊達川東

地区協議会がお届けする地域ミニコ

ミ紙です。 

皆さんが関心のある話題や地域の

ニュースなど、はこふしで取り上げ

てほしい情報があれば、ぜひお知ら

せください。（編集委員長・佐藤）

▷今号から、はこふしは８ページで

本格スタートです。取材や広告に協

力いただいたみなさんにはひたすら

感謝です。（集落支援員・冨田）

８

伊
達
東
地
区
み
ん
な
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙

は
こ
ふ
し

第
２
号

２
０
２
３
年
秋
・
11
月
22
日
発
行

編
集
発
行
：
伊
達
川
東
地
区
協
議
会

▷
協
賛
：
伊
達
地
域
川
東
町
内
会
連
合
会

事
務
局
：

伊
達
東
地
区
交
流
館

〒
9

6
0

-0
5

0
1

 伊
達
市
伏
黒
字
字
一
本
石

4
1

-2
☎

0
2

4
-5

8
3

-4
6

4
6

山岸

〈はこふし〉の編集を
助けてくれる人募集

イラスト

記事執筆

企画

撮影取材

レイアウト

好きなこと、得意な分野の力

を貸してください。いっしょに

〈はこふし〉を育てましょう。

  冨田 (伊達市伊達総合支所)

   ☎ 024-583-2111

問

箱崎の写真を募集

・川東地区協議会では箱崎地区の

紹介パンフレットを企画中です。

・祭り、農作業、風景、家族写真

など、なんでもけっこうです。

お持ちの写真をお貸しください。

冨田 (伊達市伊達総合支所)

      ☎  024-583-2111

問

箱
崎
を
象
徴
す
る
の
は
愛
宕
神

社
の
獅
子
舞
で
す
が
、
愛
宕
神
社

が
建
立
さ
れ
て
い
る
愛
宕
山
を
区

域
に
含
ん
で
い
る
の
が
山
岸
町
内

会
で
す
。

毎
年
４
月
の
例
大
祭
で
神
社
の

参
道
入
り
口
に
祭
り
旗
を
立
て
る

の
は
、
山
岸
町
内
会
が
担
っ
て
き

ま
し
た
。
獅
子
舞
は
、
４
８
０
年

ほ
ど
前
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
古
い
歴
史
を
持
つ

地
域
で
す
。

獅
子
舞
は
４
月

日
に
愛
宕
神

社
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

日
に
は

箱
崎
全
域
を
廻
り
、
山
岸
地
区
に

あ
る
福
厳
寺
（
ふ
く
ご
ん
じ
）
の

境
内
で
獅
子
舞
を
奉
納
し
て
二
日

間
に
わ
た
る
例
大
祭
に
幕
が
閉
じ

ら
れ
ま
す
。

福
厳
寺
と
愛
宕
神
社
と
は
古
く

か
ら
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

愛
宕
神
社
例
大
祭
の
祭
り
旗
と
旗

竿
は
福
厳
寺
で
保
管
さ
れ
、
例
大

祭
が
近
づ
く
と
獅
子
舞
の
練
習
が

同
寺
で
行
わ
れ
ま
す
。

山
岸
地
区
の
見
ど
こ
ろ
は
、
愛

宕
山
山
頂
の
展
望
台
か
ら
の
眺
望

で
す
。
遠
く
吾
妻
山
や
霊
山
、
北

に
半
田
山
を
望
み
、
特
に
春
は
、

桜
か
ら
桃
・
リ
ン
ゴ
の
花
が
次
々

と
咲
き
誇
る
眺
め
は
絶
景
で
す
。

ま
た
、
伊
達
町
の
果
樹
栽
培
は
箱

崎
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
話
も
聞

い
て
い
ま
す
。

・

・

・

山
岸
町
内
会
の
会
員
は
現
在
49

世
帯
で
す
が
、
他
の
地
域
と
同
様

に
高
齢
者
の
一
人
・
二
人
暮
ら
し

が
増
え
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
の

行
事
の
維
持
が
難
し
く
な
り
、
災

害
時
に
も
不
安
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
今
後
は
地
域
内
で
若
い

世
代
に
行
事
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
の
時
代
に
も
、
伝
統
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
す
い
地

域
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（広告スペース）
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